
「「「「 が んが んが んが ん 」」」」 のののの 保 障保 障保 障保 障 　　　　 　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫

保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、                       　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ （ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　 ス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ン

ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合 ◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）

初 め て 診 断 確 定 さ れ た と き が ん の 場 合 一 時 金 と し て 　 １ ０ ０ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金 上 皮 内 新 生 物 の 場 合 一 時 金 と し て 　 　 １ ０ 万 円 ３ ５ 歳 ４ ５ 歳 ５ ５ 歳 ６ ５ 歳

入 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 男 性 ３ ， ６ ５ ６ 円 ５ ， ６ ０ ８ 円 ９ ， ３ ６ ０ 円 １ ５ ， １ ９ ０ 円

通 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 女 性 ３ ， ７ ３ ４ 円 ５ ， ２ ７ ４ 円 ６ ， ８ ６ ４ 円   ９ ， ０ ４ ８ 円

手 術 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

放 射 線 治 療 を 受 け た と き 　  　 放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た と き

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た 月 ご と に

１ カ 月 １ ０ 万 円 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付

金金金金

乳 が ん ・ 前 立 腺 が ん の ホ ル モ ン 療 法 の と き

１ カ 月 　 ５ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト

◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。

入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料

払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）

訪 問 面 談 サ ー ビ ス と 専 門 医 紹 介

（ こ の サ ー ビ ス は 、 株 式 会 社 　 法 研 が 提 供 す る サ ー ビ ス で す ）

＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞

ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社

T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F

＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部

〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル

当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き

コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5

( 2 0 1 1 年 4 月 1 日 現 在 ）

（ す べ て の 保 険 期 間

を 通 じ 通 算 ６ ０ ０ 万 円

ま で ）

＜ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 ＞ の 更 新 後 の 保 険 料 は 更 新 時 の 年 齢 ・

保 険 料 率 に よ っ て 決 ま り ま す 。

A F 0 0 7 - 2 0 1 1 - 0 1 8 6 　 4 月 2 5 日

（ 上 皮 内 新 生 物 は 対 象 外 ）
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会
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潮

干

狩

り

は

多

く

の

家

族

が

集

ま

り
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組

織

拡

大

に

大
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に

役
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ま

し

た
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貨

物

会

社

は

、

黒

字

を

め

ざ

し

、

人

件

費

の

抑

制

や

効

率
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を

進

め

、

賃
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や

労

働
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件

で

Ｊ

Ｒ

内
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は

拡

大

し

て

い

ま

す

。

そ

の

格
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を
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で
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す
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重
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に
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っ

て
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す

。
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（
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幹
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）

分

会

で

労

働

協

約

改

訂

の

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

や

集

会

を

行

い

、

要

求

を

作

成

し

て

現

場

管

理

者

と

の

話

し

合

い

を

進

め

た

結

果

、

「

現

場

か

ら

上

申

し

ま

す

」

と

い

う

回

答

や

古

い

機

械

が

新

品

に

な

る

な

ど

が

改

善

さ

れ

ま

し

た

。

Ｊ

Ａ

Ｌ

の
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当

解

雇

問
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で

、

国

労

も

支

援

さ

れ

た

恩

を

返

す

気

持

ち

で

支

援

し

て

い
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す
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（
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）

若

年

で

出

向

に

出

た

者

が

５

年

を

超

え

繰

り

返

し

延

長

さ

れ

て

い

ま

す

。

出

向
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か

ら

言

っ

て

も

大

き

な
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で

あ

り

改

善

を

求

め

ま

す

。

他
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っ
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い

け

な

い

の

か

、

答

弁

を

求

め

ま

す

。
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支
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、

分

会
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の
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を

呼
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か

け

、
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行

委

員

会
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必

ず

分

会

報

告

を

議

題

と

し

て

い

ま

す

。

分
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報
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を
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う

こ

と

に

よ

り

、

支

部

が

活

性

化

さ

れ

ま

し

た

。

長

期

間

の

出

向

者

が
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Ｒ

に

戻

れ

る

こ

と

と

出

向

手

当

の

見

直

し

を

。

国

鉄

闘

争

の

総

括

を

し

っ

か

り

行

い

、

こ

れ

か

ら

を

見

据

え

た

運

動

を

望

む

。

病

気

療

養

中

の

組

合

員

が

、

復

帰

で

き

る

職

場

の

確

保

を

お

願

い

し

た

い

。
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（

名

古

屋

）

駅

で

、

起

床

報

告

が

休

憩

時

間

内

で

行

わ

れ

た

こ

と

で

労

基

署

申

告

を

し

ま

し

た

。

強

引

な

し

ょ

う

よ

う

な

ど

は

な

く

な

り

ま

し

た

が

、

作

業

ダ

イ

ヤ

の

変

更

に

よ

り

始

業

時

刻

（

勤

務

時

間

内

）

の

起

床

報

告

と

な

る

こ

と

を

求

め

ま

す

。

新

採

対

策

で

、

新

採

社

員

に

渡

す

グ

ッ

ズ

は

、

見

た

目

の

良

い

も

の

に

す

る

工

夫

が

必

要

で

す

。
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正正正正

輝輝輝輝

（

静

岡

）

駅

職

場

の

若

い

人

は

、

勉

強

会

が

多

く

て

休

み

が

取

れ

な

い

実

態

に

、

不

満

が

多

く

出

て

い

ま

す

。

こ

れ

ら

の

不

満

を

要

求

と

し

て

改

善

す

る

の

が

国

労

の

役

目

で

す

。

昇

進

試

験

で

は

、

自

分

も

受

か

っ

て

、

国

労

に

い

て

も

差

別

が

な

い

事

を

明

ら

か

に

し

た

い

。

中中中中

原原原原

明明明明

（

新

幹

線

）

大

阪

で

は

エ

リ

ア

外

の

異

動

が

多

く

、

国

労

は

出

向

者

も

多

い

。

高

齢

で

の

エ

リ

ア

外

の

異

動

は

業

務

上

か

ら

も

メ

リ

ッ

ト

が

な

い

は

ず

。

会

社

と

の

和

解

交

渉

が

生

か

さ

れ

て

い

る

の

か

追

及

を

。

原

発

問

題

で

は

、

関

電

へ

の

デ

モ

を

行

っ

て

き

ま

し

た

。

リ

ニ

ア

問

題

は

、

原

発

な

ど

エ

ネ

ル

ギ

ー

問

題

か

ら

し

て

も

問

題

が

あ

る

の

で

明

確

な

態

度

を

。

大大大大
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二二二二

（

名

古

屋

）

三

重

県

内

で

は

外

部

委

託

で

駅

の

無

人

化

が

進

ん

で

1

年

で

８

駅

。

56

キ

ロ

も

の

間

が

無

人

に

な

り

、

地

域

か

ら

は

公

共

性

が

な

い

が

し

ろ

に

さ

れ

て

い

る

と

の

不

満

の

声

が

多

く

出

て

い

ま

す

。

利

用

者

へ

の

サ

ー

ビ

ス

を

き

ち

ん

と

考

え

て

も

ら

い

た

い

。

名

松

線

沿

線

地

域

で

は

、

早

期

復

旧

を

待

ち

望

ん

で

い

ま

す

。

交

通

権

の

確

立

と

公

共

交

通

を

守

る

闘

い

が

重

要

と

な

っ

て

い

る

。

原

発

問

題

も

闘

い

を

更

に

強

化

す

る

べ

き

で

す

。

山山山山

手手手手

次次次次

敏敏敏敏

（

新

幹

線

）

春

闘

の

統

一

行

動

で

昨

年

を

上

回

る

延

べ

60

名

が

参

加

し

、

毎

年

の

行

動

で

少

し

ず

つ

成

果

が

あ

り

ま

す

。

Ｊ

Ａ

Ｌ

の

支

援

で

は

、

毎

月

の

分

会

執

行

委

員

会

で

一

人

１

品

と

し

、

全

組

合

員

に

千

円

が

目

標

で

す

。

専

任

社

員

に

応

じ

な

い

で

退

職

す

る

人

も

い

て

、

一

人

ひ

と

り

の

聞

き

取

り

調

査

を

分

会

で

行

っ

て

い

ま

す

。

篠篠篠篠

崎崎崎崎

昭昭昭昭

泰泰泰泰

（

新

幹

線

）

管

理

者

が

国

労

組

合

員

と

若

い

社

員

と

の

接

点

を

持

た

せ

な

い

よ

う

に

し

て

い

ま

す

。

年

休

取

得

の

抽

選

で

、

取

れ

な

い

の

で

用

事

が

な

く

て

も

申

し

込

ん

む

悪

循

環

が

発

生

し

て

い

ま

す

。

災

害

で

遅

延

し

た

際

に

は

、

食

事

も

休

憩

す

る

と

こ

ろ

も

確

保

さ

れ

な

い

よ

う

な

状

況

は

、

改

善

さ

せ

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

津

波

な

ど

の

安

全

マ

ニ

ュ

ア

ル

作

成

と

訓

練

の

実

施

が

必

要

で

す

。
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階階階階

発発発発

行行行行

責責責責

任任任任

者者者者

渡渡渡渡

邉邉邉邉

良良良良

成成成成

編編編編

集集集集

責責責責

任任任任

者者者者

高高高高

木木木木

宏宏宏宏

第

27

回

国

労

東

海

本

部

定

期

大

会

で

は

、

運

動

方

針

等

に

つ

い

て

代

議

員

22

名

が

発

言

し

ま

し

た

。

代

議

員

か

ら

は

、

「

分

会

で

の

取

り

組

み

」

を

中

心

に

「

災

害

対

策

」

「

出

向

」

「

専

任

社

員

」

等

の

改

善

や

対

策

の

強

化

を

求

め

る

声

が

多

く

出

さ

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

組

織

拡

大

に

つ

い

て

は

、

「

拡

大

へ

の

決

意

を

新

た

に

」

と

言

っ

た

発

言

が

中

心

と

な

り

ま

し

た

。

（

発

言

順

、

敬

称

略

）

職職職職

場場場場

でででで

要要要要

求求求求

のののの

獲獲獲獲

得得得得

東東東東

海海海海

本本本本

部部部部

大大大大

会会会会

・・・・

代代代代

議議議議

員員員員

発発発発

言言言言

特特特特

集集集集

第第第第22227777回回回回

（

２

面

に

続

く

）

毎毎毎毎

年年年年

のののの

行行行行

動動動動

でででで

成成成成

果果果果

参加者全員が団結ガンバロー

分分分分

会会会会

活活活活

動動動動

のののの

活活活活

性性性性

化化化化

をををを

原原原原

発発発発

なななな

くくくく

せせせせ

のののの

闘闘闘闘

いいいい

をををを
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神神神神

田田田田

茂茂茂茂

樹樹樹樹

（

静

岡

）

昨

年

の

台

風

被

害

に

よ

る

不

通

区

間

の

バ

ス

代

行

で

、

運

転

士

が

道

路

を

よ

く

知

ら

な

い

、

定

員

オ

ー

バ

ー

で

乗

れ

な

い

、

な

ど

で

大

混

乱

で

し

た

。

国

労

は

利

用

客

へ

の

案

内

強

化

、

バ

ス

の

増

発

な

ど

を

会

社

に

申

し

入

れ

ま

し

た

が

、

明

確

な

対

応

が

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

運

休

列

車

の

自

由

席

特

急

券

を

1

ヶ

月

以

上

も

販

売

し

続

け

た

駅

も

あ

り

混

乱

し

ま

し

た

。

リ

ニ

ア

や

新

幹

線

に

手

厚

く

、

在

来

線

の

設

備

投

資

は

手

薄

、

在

来

線

へ

の

設

備

投

資

や

地

方

線

の

災

害

対

策

を

求

め

ま

す

。

水水水水

野野野野

潤潤潤潤

一一一一

郎郎郎郎

（

静

岡

）

静

岡

で

は

出

向

者

の

懇

談

会

を

毎

年

ブ

ロ

ッ

ク

ご

と

に

開

催

し

、

職

場

実

態

や

組

合

員

の

状

況

把

握

、

労

働

条

件

改

善

の

対

策

の

場

と

し

て

い

ま

す

。

東

海

本

部

は

、

こ

の

間

の

国

労

運

動

の

成

果

や

実

例

を

列

挙

し

た

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

を

作

成

し

て

ほ

し

い

。

パ

ン

フ

は

、

出

向

先

で

の

宣

伝

や

職

場

改

善

や

運

動

、

組

織

拡

大

に

役

立

て

た

い

。

武武武武

藤藤藤藤

豊豊豊豊

治治治治

（

静

岡

）

御

殿

場

線

は

、

ダ

イ

ヤ

改

正

で

２

駅

が

無

人

化

に

な

り

、

Ｉ

Ｃ

カ

ー

ド

の

乗

り

越

し

精

算

を

車

掌

が

行

い

、

ワ

ン

マ

ン

電

車

で

は

運

転

士

が

行

い

遅

延

が

発

生

し

ま

す

。

乗

客

が

乗

り

継

ぎ

で

き

な

い

こ

と

も

発

生

し

乗

務

員

へ

の

苦

情

も

多

く

な

り

ま

し

た

。

支

社

が

調

査

に

入

り

、

遅

延

の

場

合

は

集

札

し

な

い

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

こ

の

間

の

対

応

に

つ

い

て

問

題

が

多

す

ぎ

で

す

。

木木木木

下下下下

淳淳淳淳

治治治治

（

名

古

屋

）

多

治

見

分

会

内

の

３

駅

が

民

間

委

託

さ

れ

、

分

会

は

地

域

に

チ

ラ

シ

と

東

海

の

会

の

利

用

者

ア

ン

ケ

ー

ト

を

配

り

ま

し

た

。

無

人

駅

の

治

安

問

題

で

地

域

住

民

は

多

く

の

不

安

を

持

ち

、

自

治

体

が

負

担

し

駅

を

維

持

す

る

構

図

で

す

。

自

治

体

が

動

い

て

委

託

が

加

速

、

と

い

う

残

念

な

側

面

も

あ

り

、

何

と

か

委

託

解

消

を

。

連

合

加

入

問

題

が

全

国

大

会

で

出

た

よ

う

だ

が

答

弁

を

求

め

ま

す

。

リ

ニ

ア

に

つ

い

て

は

明

確

な

態

度

を

求

め

ま

す

。

浜浜浜浜

島島島島

由由由由

紀紀紀紀

夫夫夫夫

（

名

古

屋

）

Ｊ

Ａ

Ｌ

不

当

解

雇

撤

回

「

愛

知

の

会

」

の

毎

月

の

宣

伝

行

動

や

集

会

、

署

名

要

請

で

団

体

を

回

り

、

「

や

れ

ば

で

き

る

、

誰

で

も

で

き

る

」

と

実

感

し

ま

し

た

。

触

車

事

故

に

つ

い

て

、

個

人

の

意

識

付

け

だ

け

で

は

な

く

根

本

対

策

を

し

て

触

車

事

故

の

な

い

職

場

、

安

全

で

安

心

で

き

る

職

場

を

国

労

は

目

指

す

べ

き

で

す

。

塩塩塩塩

沢沢沢沢

好好好好

彦彦彦彦

（

静

岡

）

勤

務

専

門

委

員

会

の

休

会

に

つ

い

て

、

提

案

さ

れ

ま

し

た

が

、

私

は

以

前

、

勤

務

専

門

委

員

会

の

資

料

で

、

大

変

役

立

っ

た

こ

と

が

あ

り

、

今

後

も

あ

り

え

る

と

思

い

ま

す

。

専

門

の

人

材

育

成

が

必

要

で

あ

り

、

年

に

数

回

で

も

行

っ

て

存

続

を

お

願

い

し

ま

す

。

小小小小

川川川川

敏敏敏敏

広広広広

（

静

岡

）

貨

物

職

場

で

は

若

い

人

の

不

満

は

増

大

し

、

「

10

年

後

の

賃

金

は

わ

か

る

が

生

活

は

見

え

な

い

」

と

言

っ

て

打

開

策

を

模

索

す

る

人

も

い

ま

す

。

こ

の

声

を

受

け

止

め

、

仲

間

と

し

て

関

わ

り

、

労

使

対

等

の

国

労

で

あ

る

こ

と

を

明

確

に

し

て

取

り

組

ま

ね

ば

な

り

ま

せ

ん

。

分

会

執

行

委

員

会

や

機

関

紙

な

ど

で

組

織

拡

大

を

目

指

し

組

合

員

に

徹

底

す

る

こ

と

が

必

要

で

す

。

西

川

君

が

加

入

し

ま

し

た

が

、

国

労

へ

の

理

解

に

よ

る

成

果

で

し

た

。

国

労

運

動

の

伝

統

に

自

信

を

持

ち

、

全

組

合

員

が

組

織

的

に

拡

大

を

め

ざ

し

ま

す

。

濱濱濱濱

田田田田

博博博博

（

新

幹

線

）

Ｊ

Ｒ

東

海

は

毎

年

の

設

備

投

資

、

内

部

留

保

の

割

に

は

賃

金

が

上

が

ら

な

い

。

会

社

は

カ

メ

ラ

設

置

は

旅

客

の

暴

力

の

抑

止

と

し

て

い

る

が

、

旅

客

が

い

な

い

箇

所

に

も

カ

メ

ラ

を

設

置

し

て

い

ま

す

。

暴

力

が

あ

る

箇

所

に

カ

メ

ラ

が

な

く

、

社

員

管

理

が

目

的

で

し

ょ

う

か

。

お

か

し

い

こ

と

は

お

か

し

い

、

と

声

を

出

す

と

「

よ

く

言

っ

て

く

れ

た

」

と

い

う

小

さ

な

支

持

者

も

出

ま

す

。

そ

こ

か

ら

拡

大

の

可

能

性

が

あ

り

ま

す

。

森森森森

一一一一

隆隆隆隆

（

新

幹

線

）

災

害

時

の

こ

と

で

、

旅

客

へ

の

対

応

、

避

難

誘

導

、

帰

宅

困

難

者

へ

の

対

応

な

ど

の

会

社

マ

ニ

ュ

ア

ル

が

不

十

分

。

震

災

時

に

旅

客

か

ら

怒

ら

れ

て

対

応

を

管

理

者

に

聞

け

ば

「

自

分

で

考

え

ろ

」

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

早

期

に

マ

ニ

ュ

ア

ル

の

整

備

を

さ

せ

る

べ

き

で

す

。

60

歳

以

降

の

労

働

条

件

改

善

が

急

務

で

す

。

リ

ニ

ア

に

対

す

る

見

解

を

求

め

ま

す

。

田田田田

中中中中

康康康康

夫夫夫夫

（

新

幹

線

）

列

車

見

張

員

の

触

車

事

故

で

外

注

会

社

の

見

張

員

は

、

Ｊ

Ｒ

の

様

に

研

修

を

受

け

て

資

格

を

得

て

い

る

の

か

。

警

備

会

社

の

教

育

は

あ

る

の

か

。

列

車

見

張

員

は

安

全

な

場

所

に

立

っ

て

の

見

張

り

で

あ

り

、

触

車

し

な

い

は

ず

で

す

の

で

追

及

し

て

ほ

し

い

。

以

前

は

専

任

で

行

う

見

張

り

が

、

時

間

限

定

の

見

張

り

に

変

わ

っ

た

こ

と

も

。

リ

ニ

ア

で

巨

額

の

資

金

を

運

用

す

る

一

方

で

、

新

幹

線

で

は

部

品

が

「

使

え

る

う

ち

は

使

う

」

と

し

て

、

労

災

も

多

発

し

て

安

全

面

に

問

題

が

あ

り

ま

す

。

加加加加

藤藤藤藤

修修修修

一一一一

（

名

古

屋

）

事

故

時

に

は

地

元

自

治

体

や

住

民

の

応

援

や

協

力

が

あ

り

、

何

か

あ

っ

た

ら

自

治

体

や

住

民

の

協

力

が

不

可

欠

で

し

た

。

一

方

、

Ｊ

Ｒ

会

社

は

、

敷

地

利

用

で

自

治

体

か

ら

も

借

地

料

を

と

る

と

い

う

姿

勢

で

す

。

Ｊ

Ｒ

は

公

共

交

通

を

守

る

と

い

う

姿

勢

は

な

く

、

駅

の

無

人

化

に

よ

る

駅

の

安

全

が

自

治

体

や

住

民

ま

か

せ

に

な

り

ま

す

。

リ

ニ

ア

で

も

住

民

か

ら

不

満

が

出

て

い

ま

す

。

佐佐佐佐

々々々々

木木木木

章章章章

（

代

表

）

勤

務

専

門

委

員

会

は

発

足

し

て

15

年

間

、

労

基

法

や

就

業

規

則

を

真

剣

に

検

討

・

議

論

し

成

果

を

出

し

て

き

ま

し

た

。

今

日

の

課

題

は

、

定

期

健

康

診

断

、

出

張

の

移

動

時

間

や

乗

務

員

問

題

な

ど

で

す

。

今

後

は

、

勤

務

問

題

を

地

方

な

ど

で

検

討

し

職

場

で

の

生

か

し

方

が

課

題

で

す

。

組

織

拡

大

に

つ

い

て

の

発

言

が

多

く

出

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

間

、

職

場

の

問

題

を

職

場

三

大

要

求

な

ど

と

し

て

闘

っ

て

き

ま

し

た

。

要

求

は

す

ぐ

に

勝

ち

取

れ

な

い

も

の

も

あ

り

、

要

求

を

勝

ち

取

る

ま

で

出

し

続

け

る

こ

と

が

国

労

の

役

目

で

す

。

今

、

原

発

問

題

で

の

大

き

な

動

き

に

発

展

し

、

様

々

な

人

が

参

加

し

て

い

ま

す

。

Ｊ

Ｒ

の

若

い

社

員

も

正

義

感

や

不

満

を

一

杯

持

っ

て

い

ま

す

。

職

場

で

私

た

ち

国

労

が

、

組

合

員

一

人

ひ

と

り

が

き

ち

ん

と

生

き

様

を

出

し

、

訴

え

、

と

も

に

闘

い

を

作

り

上

げ

て

い

く

こ

と

が

重

要

で

す

。

東

海

本

部

は

、

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

開

設

し

て

様

々

な

事

象

を

載

せ

始

め

て

い

ま

す

。

職

場

の

国

労

掲

示

板

の

活

用

と

同

じ

よ

う

に

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

有

効

に

活

用

し

て

く

だ

さ

い

。

Ｊ

Ａ

Ｌ

闘

争

な

ど

不

当

解

雇

と

の

闘

い

を

資

本

に

よ

る

同

じ

労

働

者

へ

の

攻

撃

と

い

う

本

質

を

踏

ま

え

て

支

援

と

連

帯

を

強

化

し

、

闘

う

労

働

組

合

と

運

動

の

拡

大

を

進

め

ま

し

ょ

う

。

鉄

道

の

公

共

性

で

リ

ニ

ア

や

ロ

ー

カ

ル

線

廃

止

の

問

題

は

、

自

治

体

や

住

民

と

連

帯

し

て

交

通

権

と

公

共

交

通

を

守

る

運

動

と

し

て

奮

闘

し

ょ

う

。

最

後

に

、

や

は

り

組

織

拡

大

が

課

題

で

す

。

こ

の

１

年

は

全

組

合

員

が

「

石

に

か

じ

り

つ

い

て

で

も

組

織

拡

大

を

」

勝

ち

取

り

ま

し

ょ

う

。
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